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あ
の
複
合
震
災（
大
地
震
・
大

津
波
・
原
発
事
故
）よ
り
四
ヵ
月

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
五
日
早
朝
、
市
役
所
へ

市
長
・
議
長
・
副
議
長
へ
の
避
難

の
お
願
い
を
し
、
御
快
諾
を
得
、

小
雪
降
る
中
、
私
達
浪
江
町
民
は

そ
れ
ぞ
れ
避
難
所
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
二
本
松
市
民
の
皆
様
に

は
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
と
筆
舌

に
表
せ
な
い
お
世
話
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
じ
さ
い
の
花
が
う
す
青
く
、

う
す
紅
に
咲
く
今
日
、
歴
史
と
文

化
・
人
情
味
の
厚
い
二
本
松
市
を

色
彩
鮮
や
か
に
染
め
、
私
達
町
民

の
心
を
癒
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る

さ
と
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な
気
持

ち
の
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
こ
れ
ひ
と
え
に
、
二
本
松

市
民
の
皆
様
に
手
厚
く
物
心
両
面

か
ら
あ
た
た
か
く
迎
え
て
頂
い
て

い
る
お
か
げ
と
あ
ら
た
め
て
感
謝

二
本
松
市
の
皆
様
へ
感
謝

致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
放
射
能
の
飛
散「
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
」の
汚
染
が
県
内
に

拡
大
し
、
大
変
心
配
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
世
界
の
技
術
と
英
知
を
結

集
し
除
染
・
除
去
を
速
や
か
に
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
二
本
松
市
・
浪

江
町
の
子
供
達
を
放
射
能
か
ら
守

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
両

市
町
が
手
を
携
え
て
万
全
を
期
す

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
又
、
両
市
町

民
の
健
康
と
安
全
を
願
っ
て
、
強

く
政
府
・
東
京
電
力
に
要
請
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
立
生
活
を
は
じ
め

る
た
め
に
、
二
本
松
市
長
様
を
は

じ
め
市
民
の
皆
様
に
は
、
近
く
入

所
で
き
る
仮
設
住
宅
の
建
設
に
敷

地
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
更
な
る
浪
江
町
民
へ

「
生
き
る
力
」を
与
え
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
二
本
松
市
並
び
に
市

民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
弥
栄
を
祈

念
し
、
感
謝
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

馬 場 　 有
浪江町長

二本松市における内部被ばく量調査報告二本松市における内部被ばく量調査報告
　原発事故による放射性物質は世界各地に届いており、多くの方が
放射性物質を取り込んでいます。当市は警戒区域や計画的避難区域
と隣接し、空間線量も比較的高いことから、内部被ばく量調査の必
要性が高いと判断し、６月下旬、県外検査機関の協力を得て、市独
自に調査を実施しました。
測定対象者　５～63歳の避難していない市民20人（男12人、女８人）
　　　　　　（屋外作業従事者の成人２人、15歳以下18人）
測 定 装 置　アロカ社製ホールボディカウンター
検 査 内 容　・体表面モニター　・甲状腺モニター
　　　　　　・ホールボディカウンター
結果　預託実効線量（70歳までに受ける被ばく線量の総和）
　・５　歳　　男　女　最小値者0.1298～最大値者0.2260mSv
　・９～11歳　男　女　最小値者0.0257～最大値者0.0829mSv
　・14～15歳　男　女　最小値者0.0315～最大値者0.0499mSv
　・成　人　　男　性　最小値者0.1630～最大値者0.2520mSv
結果の評価（一番リスクが大きい３月12日の吸入摂取で分析）

　今回20人の預託実効線量は最小で0.0257mSv、最大で0.2520mSv
でした。全員、年間自然放射線量2.4mSvの１/10以下の線量であり、
一般住民に対する一番厳しい規制値年間１mSvを十分に下回って
おり、現時点の測定結果からは人体に影響が出ないレベルと考え
られます。なお、セシウム137の物理的半減期は約30年ですが、体
内では、代謝により100日で1/2、１年後は1/10以下になります。
　ただし、今回の測定結果に外部被ばくが加算されるため、今後
は、①内部被ばくの（継続・新規）測定、②各種除染対策が必要です。
なお、放射性ヨウ素は、半減期が8日と短く、測定下限値以下の
ため、評価対象から除外しました。

その他：生活状況調査との関連については、検査者が各年代数人と
少ないため、今回は分析できませんでした。

★結果分析・評価は以下の方に行っていただいております。
　広島大学教授　星正治氏、茨城県立医療大学准教授　佐藤斉氏
　北海道大学医学部非常勤講師　木村真三氏
 ◎問い合わせ…健康増進課保健係　☎（55）5110

放射線積算量調査を放射線積算量調査を
実施します実施します

　個人が受ける放射線量について、計
測器を常に身につけて放射線量を測る
調査（外部被ばく線量調査）を行います。
　希望される方はお申し込みください。
対象者

昭和46年４月２日～平成５年４月１
日生まれの女性および40歳以上の妊婦

※平成５年４月２日以降生まれの方は、
全員へ計測器を配付予定

調査期間　９月１日～11月30日
調査内容　放射線積算計測器
　　　　　（バッジタイプ）による計測。
調査費用　無　料
調査方法　配付された計測器を調査期

間中、指定する位置に装着
する。

申込期限　８月10日（水）
申込方法　ＦＡＸまたは申込書持参
　住所・氏名・生年月日・電話番号を

明記し、健康増進課または各保健セ
ンターにお申し込みください。

　※電話でのお申し込みはできません。
その他
・計測器は、放射線積算量を常に表示

するタイプではありません。
・計測結果は、測定終了後に分析等を

行った後、本人にお知らせします。
・計測器を紛失した場合は計測器代実

費を負担していただきますので、ご
注意ください。
◎問い合わせ…健康増進課予防係
 ☎（55）5109　FAX（23）1714
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助
成
対
象
者　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

・
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

・
住
宅
の
所
有
者
で
あ
る

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

助
成
対
象
住
宅　

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
住
宅

・
当
該
地
震
で
被
災
し
た
住
宅

・
被
災
日
に
自
己
の
居
住
の
用
に

　

供
し
て
い
る

・
住
宅
の
建
築
に
係
る
関
係
法
令

　

に
適
合
し
て
い
る
住
宅

助
成
対
象
工
事　

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
工
事

・
対
象
工
事
に
要
す
る
費
用
が
20

　

万
円（
消
費
税
含
む
）以
上

・
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
被
災
者

　

生
活
再
建
支
援
法
の
支
援
を
受

　

け
て
い
な
い

・
そ
の
申
請
を
平
成
23
年
９
月
30

　

日
ま
で
に
行
い
、
そ
の
完
了
報

　

告
を
平
成
24
年
２
月
29
日
ま
で

　

に
提
出
で
き
る

助
成
率
・
助
成
額

　

20
万
円
を
上
限
に
修
繕
工
事
費

用
の
10
％

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
住
民
票
、
納
税
証
明
書（
省
略

　

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
住
宅
の
所
有
権
を
証
明
で
き
る

　

文
書
の
写
し

・
対
象
工
事
に
要
す
る
経
費
を
確

　

認
で
き
る
見
積
書
の
写
し

・
被
災
箇
所
の
分
か
る
写
真（
住

　

宅
の
全
体
と
工
事
予
定
箇
所
）

・
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

※
修
繕
中
の
方
、
完
了
し
た
方
も

　

申
請
で
き
ま
す（
工
事
前
写
真

　

の
提
出
が
必
要
で
す
）。

※
先
着
順
で
助
成
を
打
ち
切
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係

　

☎（
55
）５
１
３
３

　

震
災
に
よ
り
滅
失
等
し
た
自
動

車
等
の
代
替
車
両
に
つ
い
て
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
、
非
課

税
に
な
り
ま
す
。

非
課
税
期
間　

平
成
23
〜
25
年
度

対
象
条
件

・
被
災
車
両
の
所
有
者
と
、
新
た

　

に
取
得
し
た
車
両
の
所
有
者
が

　

同
一
で
あ
る
場
合

・
被
災
車
両
の
所
有
者
の
相
続
人

　
（
相
続
人
の
相
続
人
含
む
）が
代

　

替
車
両
を
取
得
す
る
場
合

・
法
人
が
被
災
車
両
の
所
有
者
で

　

あ
り
、
当
該
法
人
の
新
設
合
併

　

法
人
・
吸
収
合
併
法
人
等
が
代

　

替
車
両
を
取
得
す
る
場
合

対
象
車
両

必
要
書
類　

震
災
に
よ
り
、
車
両

が
滅
失
等
し
た
こ
と
が
わ
か
る

次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
が
必
要

・
代
替
車
両
の
自
動
車
取
得
税
非

　

課
税
証
明
書

・
滅
失
等
し
た
車
両
の
登
録
事
項

　

等
証
明
書

・
滅
失
等
し
た
車
両
の
検
査
記
録

　

事
項
等
証
明
書

・
滅
失
等
し
た
車
両
の
罹
災
証
明
書

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎（
55
）５
０
８
５

滅失等した車両 代替車両

自動車または
軽自動車 軽自動車

原動機付自転車、
２輪の軽自動車、
または２輪の
小型自動車

原動機付自転車、
２輪の軽自動車、
または２輪の
小型自動車

小型特殊自動車 小型特殊自動車

 対象者 　次のいずれかに該当する方
・被保険者または主たる生計維持者が、住宅・家財等の財産について著しい損害（半壊以上）を受けた方、または長期避難世
　帯に属する方
・主たる生計維持者が死亡、または心身に重大な障害を受けた、もしくは長期間入院したことにより収入が著しく減少した方
・主たる生計維持者が行方不明である方　・主たる生計維持者が業務を廃止または休止した方
・主たる生計維持者が失職し、現在収入がない方
・免除対象者（避難地域や計画的避難区域等に該当する方も含む）に該当し、平成23年３月11日（または避難等の指示があっ
　た日）以降に特定被災区域から当市に転入した方
・平成23年３月11日以降に結婚等により、免除対象世帯に属することとなった方
 適用期間 
①利用者負担額の免除
　今年３月11日から来年２月29日までに免除対象被保険者
　の方が受けた介護サービス等に適用。
　（該当事由により　適用期間が異なります。）
　※適用期間については変更される場合があります。

②介護保険施設等における食費および居住費等の支給
　今年３月11日から８月31日までに支給対象被保険者の方
　が受けた特定介護サービス等について適用。
　（該当事由により適用期間が異なります。）
　※適用期間については変更される場合があります。

 申請手続 　｢介護保険利用者負担額減額・免除申請書｣｢介護保険施設等における食費・居住費減免申請書｣に、罹災証明書
　等の該当事由を証明する書類を添付し、高齢福祉課または各支所地域振興課に申請してください。
 認定証の提示 　免除等の対象者となった方には｢認定証｣を交付しますので、介護サービス等を受ける際は｢認定証｣を被保
　険者証に添えて介護サービス事業者または介護保険施設等に提示してください。
 利用者負担額および食費・居住費等の還付 　免除対象者または支給対象者に該当していたが、利用者負担額または食費・
　居住費等の支払いを行った方は、申請（領収書添付）により、高額介護サービス費等を控除した額について還付を受けるこ
とができます。
 その他、詳しくはお問い合わせください。　　　　　◎問い合わせ…高齢福祉課介護保険係☎（55）5115

震災により被災した介護保険の被保険者に対する介護サービスの利用者負担額免除等震災により被災した介護保険の被保険者に対する介護サービスの利用者負担額免除等

震
災
に
よ
る
代
替
車
両
の

軽
自
動
車
税
が
非
課
税
に
な
り
ま
す

被
災
住
宅
の
修
繕
工
事
に

資
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す


